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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成21年3月26日(2009.3.26)

【公表番号】特表2008-523805(P2008-523805A)
【公表日】平成20年7月10日(2008.7.10)
【年通号数】公開・登録公報2008-027
【出願番号】特願2007-546589(P2007-546589)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/10     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   9/16     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/12     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  19/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ
   Ａ６１Ｋ  39/10    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   9/16    ＺＮＡ　
   Ｃ０７Ｋ  16/12    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/21    　　　　
   Ｃ１２Ｐ  19/04    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成20年12月16日(2008.12.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
配列番号１に対して少なくとも２５％のアミノ酸同一性を示し、リピドＡ３－Ｏ－脱アシ
ル化酵素活性を示すポリペプチド。
【請求項２】
配列番号１記載のアミノ酸配列を示すポリペプチド。
【請求項３】
請求項１又は２に定義したアミノ酸配列を備えたポリペプチドをコードするＤＮＡ配列。
【請求項４】
請求項３記載のＤＮＡ配列を含むＤＮＡベクター。
【請求項５】
ポリペプチドをコードするＤＮＡ配列が、転写調節配列に作用可能な状態で結合している
、請求項４記載のＤＮＡベクター。
【請求項６】
請求項１又は２記載のポリペプチドに結合可能な抗体。
【請求項７】
請求項４又は５記載のＤＮＡベクターを含むグラム陰性菌。
【請求項８】
請求項１又は２記載のポリペプチドをコードするＤＮＡ配列を含む百日咳菌。
【請求項９】
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その外膜に、部分的又は完全に３－Ｏ－脱アシル化されたリポ多糖（ＬＰＳ）種を含む、
請求項８記載の百日咳菌。
【請求項１０】
その外膜に、パルミトイル化ＬＰＳを含む、請求項９記載の百日咳菌。
【請求項１１】
部分的に３－Ｏ－脱アシル化されたＬＰＳを製造する方法であって、３－Ｏ－脱アシル化
ＬＰＳの合成、及び、任意で、３－Ｏ－脱アシル化ＬＰＳの回収を促進する条件下で、請
求項７～１０に定義した細菌を培養するステップを含む方法。
【請求項１２】
少なくとも部分的に３－Ｏ－脱アシル化されたＬＰＳを含むボルデテラ菌種から入手可能
なＬＰＳを含む組成物。
【請求項１３】
ボルデテラ感染症、好ましくは百日咳菌感染症の治療薬又は予防薬を製造するための、請
求項７～１０記載の細菌の使用。
【請求項１４】
ボルデテラ感染症の治療薬又は予防薬を製造するための、少なくとも部分的に３－Ｏ－脱
アシル化されたＬＰＳを含む単離されたボルデテラＬＰＳの使用。
【請求項１５】
請求項７～１０のいずれか記載の細菌を含む全細胞ワクチン。
【請求項１６】
請求項１２記載の組成物を含む無細胞ワクチン。
【請求項１７】
グラム陰性ＬＰＳ又はグラム陰性ＬＰＳを含む組成物を脱アシル化するためのインビトロ
法であって、グラム陰性ＬＰＳの、酵素による脱アシル化を促進する条件下で、前記ＬＰ
Ｓ又は前記組成物を請求項１記載のポリペプチドと接触させるステップを含む方法。
【請求項１８】
ボルデテラ菌種由来の３－Ｏ－脱アシル化リピドＡ、３－Ｏ－脱アシル化ＬＰＳ、又はパ
ルミトイル化ＬＰＳのソースを含むボルデテラに対する免疫応答誘発剤。
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